
本にふれ、実り豊かな秋に 

～ 笑顔いっぱい 歌声響く 東北小学校 ～ 

                                      校長 斉藤 直之 

「読書月ゼロ６割」これは、９月１８日

の新聞の見出しです。 

６割の人が１ヶ月に１冊も本を読まない。

そのようなデータが、文化庁が実施した令

和５年度の国語世論調査で明らかになりま

した。「本が売れない」と最近はよく言わ

れてはいますが、過去の調査で半数を超え

ることはなかったそうです。 

読書量が減少した人に理由を複数回答で

尋ねると、「スマートフォンやタブレット

などに時間が取られる」との回答が 43.6％

で最も多く、「仕事・勉強で多忙」が 38.9％

と続いています。「スマホ・タブレットな

ど」が減少要因としてトップになったのは、

調査開始以来、初のこととなります。 

また、その傾向は若い世代で顕著となっ

ているようです。 

話は変わりますが、皆さんは，本を選ぶ

ときに迷ったりしないでしょうか。私は、

より充実した読書習慣を送るために重要な

のが、読む本を「選ぶ力」が必要だと思い

ます。本を選ぶには誰の意見を聞けばいい

のか、本当に良い１冊に出会うにはどうし

たらいいのか、自分の成長のためには、ど

うしたらいいのかなど、本の選び方のヒン

トがあれば、嬉しいといつも思っています。 

まずは、誰しも自分の好きな本のジャン

ルがあると思います。私も本棚にはその傾

向があり、同じような本が多く並んでいま

す。人気のある本を選んでも、自分の興味

がある本でなければ、途中でいつも挫折し

てしまい、失敗します。やはり、自分の趣

向に沿ったものでなければ成長のためのエ

ネルギー、栄養にはならないのだと思いま

す。自分の今の状況を把握し、今の自分に

本当に必要な本を読む。それだけで、自己

成長は何倍も加速します。 

しかし、自分にとって「本当に良い１冊

の本」はそれほど多くあるものではありま

せん。「本当に良い１冊の本」に出会うの

は、野球でいうと「ホームランを打つ」の

と同じことだと思います。 

とは言っても、小学生にとっては、読書

の習慣作りの時期でもあります。まずは、

興味がある本を手に取って、コツコツとヒ

ットを重ねること。野球でもよく言います

が、「ヒットの延長がホームラン」この気

持ちで日々の積み重ねをすることが自分の

成長につながるのだと思います。「たくさ

ん読む」から「どの本を読むのか」に移行

し、１冊１冊を真剣に選んでいくようにな

る。そうすることで、真に自分の成長につ

ながるような「ホームラン本」と出会うの

ではないでしょうか。 

自分にとって良い本は、偶然に出会って

いるようで、実は偶然ではないそうです。

どの本棚の前を歩き、どこに目を光らせて

いるのか。私たちは何もしていないようで、

無意識に注意力を働かせて、「選択」して

いるのです。 

この１０月から１１月は、読書に適した

時期とも言えます。本校では朝読書に取り

組んでいますが、この機会により深い学び

となるよう、推進してまいります。 

私もこの機会に、少し領域を広げて「選

ぶ力」を高めたいと考えています。 
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